
学び合いを促進する教師の関わりについての研究

－なぜ，あの子が学びに入れたのかを探る－

研究の概要

学力向上のために学び合いの授業づくりが注目されているが，本研究は学び合いを

生徒指導の観点で捉え直したものである。まず，授業における生徒指導の課題や留意

点を『生徒指導提要』や授業に関するアンケート調査等を参考に明らかにした。さら

に，学び合いを促進する教師の関わりから見えてきた「居場所づくり，関わり合いの

援助，子ども理解の工夫」の具体をまとめ，子どもを「育てる」生徒指導について提

言を行った。
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学び合いを促進する教師の関わりについての研究

―なぜ，あの子が学びに入れたのかを探る―

Ⅰ はじめに

子ども社会で，人間関係の希薄化が急速に進んでいることが危ぐされている。このような中で，

子どもが集まり学ぶ場である学校で，授業が成立しない，授業に出られない子どもがいる，いじめ，

不登校，暴力行為等の様々な問題が生じている。平成22年度の小・中学校の「児童生徒の問題行動

等生徒指導上の諸問題に関する調査」（文部科学省）結果によると，岡山県のいじめの認知件数966

件，不登校の状況2341人，暴力行為の発生状況（学校内）2099件となっており，大きな課題となっ

ている1)。これらの問題に共通する特徴は，問題行動の要因のほとんどが，人と人との関係性の問題

から発生している点である。教室には，人間関係づくりが上手にできない子ども，自己中心的な振

る舞いが多い子ども，集団の中で自分の感情を表に出せない子どもなどが存在し，うまく級友と関

われず孤立する子ども，授業で学びに入れない子ども，教室にさえ入れない子どもを生んでおり，

子どもの「学び」や「集団」からの逃避が進んでいるとの指摘もある。

これらの状況を打開する手だてとして，居場所づくりや好ましい人間関係づくりのための積極的

な生徒指導の重要性が叫ばれてきた。また，平成19年度から文部科学省が実施している「全国学力

・学習状況調査」の各種の分析から，人間関係の基盤が学ぶ意欲や態度を支えていることが明らか

になっており，コミュニケーション能力の向上や好ましい人間関係づくりと学力向上を一体的に進

める授業改善が求められているｱ）。具体的には，一人一人の子どもの良さや興味・関心を生かした

指導，子どもが互いの考えを交流し互いのよさに学び合う場を工夫した指導，そして，一人一人の

子どもが主体的に学ぶことができるように，課題の設定や学び方について自ら選択する場を工夫し

た指導などである。近年，こうした指導を授業の中に生かす方法の一つとして学び合いの授業を取

り入れる学校が注目されている。

Ⅱ 研究の目的

授業における生徒指導の課題や留意点について，子どもの状況や『生徒指導提要』（2010，文部

科学省），アンケート調査の記述等から明らかにする。また，その結果を基に学び合いの授業づく

りの実践校の視察を行い，学び合いを促進する教師の関わりについて分析を行う。これらのことを

通して，子どもを育てる生徒指導の具体について探り，提言を行う。

Ⅲ 研究の方針と内容

学び合いの授業づくり等の授業改善については，子どもの学力向上に着目した調査研究が多く，

子どもの居場所・人間関係づくり等の生徒指導の観点に主眼を置いた研究は少ない。また，学校で

は様々な生徒指導の取り組みが行われているが，子どもが最も多くの時間を過ごす，授業における

生徒指導の重要性や具体的な手だて・方法にまで言及した研究も少ない。これらのことから本研究

に当たっては，まず授業における生徒指導の課題について，現在の子どもや子どもを取り巻く状況

を表すデータ，『生徒指導提要』，授業に関するアンケート調査結果等を参考に考察する。その後，

その結果を基に学び合い学習法を取り入れた実践校の授業参観や研究協議会の視察を通して，子ど

も同士の学び合いを促進する教師の関わりから見えてきた授業における生徒指導の手だて・方法を
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明らかにし，分析を試みる。学び合いを重視した授業改善に取り組む教師を研究協力委員に依嘱す

るとともに，学び合いの１つの形式の協同学習による授業改善に生徒指導上の効果を求めて取り組

みを続ける岡山市立岡輝中学校に研究協力校を依頼した。

この調査研究に当たっては，次のことを考慮して研究を進め，提言が，学校・教師の行う学び合

いなどの授業改善の取り組みで，生徒指導上の効果を引き出すものになるように考慮した。

○ 小・中学校で求められる生徒指導，特に授業における生徒指導についての基本的な考え方は，

『生徒指導提要』を基とする。

○ 岡山県内の小・中学校の生徒指導主事（生徒指導主担当者）対象のアンケートを基に，各校

の授業（学習指導）における生徒指導についての意識や取り組みの実態を考察する。

○ 岡山県総合教育センターの研修講座受講者等及び学び合いの授業づくりの実践校教師を対象

に，「授業における学び合いに関するアンケート調査」を行い，学び合いを取り入れた授業に

関する生徒指導上の課題や留意点を考察する。

○ 授業における学び合いを促進する取り組みには様々な形態があるが，本研究では，研究協力

校の協同学習の取り組みから見えてきたものについて成果としてまとめる。

○ 研究のための授業参観や研究協議会の視察では，協同学習の授業に関連する教師の関わり・

取り組み全般の情報を収集し，授業における生徒指導の重要性や具体的な手だて・方法につい

て分析する。特に事前に明らかにした授業における生徒指導の課題・留意点に関連した取り組

みに注目する。

○ 研究の成果を提言やリーフレットにまとめ，岡山県内の小・中学校・特別支援学校等に配付

し，子どもの学び合いを促進する教師の生徒指導の具体的な関わりを示し，授業の中で子ども

を育てる生徒指導の推進を図る。

Ⅳ 子どもの実態と授業改善の必要性

１ 子どもの実態

岡山県の小・中・高校生を対

象に実施された「青少年の意識

等に関する調査報告書」（2011，

岡山県）から小・中学生のみを

取り出した結果では，「人とつき

あうのが苦手だ」の質問に対し

て，「そう思う」と「ややそう思

う」の合計が32％（図１），「学

校は楽しい」の質問に対して，「あ

まりそう思わない」と「まった

くそう思わない」の合計が12％

（図２），「学校に行きたくない

と思うことがあるか」の質問に

対して「よく思う」と「時々思

う」の合計が25％（図３）にな

っている2)。そして，学校に行き

たくない理由の上位三つが「一

緒にいたくない人がいる」，「い

じわるをしたり，いじめたりす

る人がいる」，「授業が分からな

図１ 人とつきあうのが苦手だ
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図２ 学校は楽しい
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い」となっている2)。この調査に

よると，人付き合いに苦手意識

がある小・中学生が３割を超え，

学校へ行くこと自体をあまり楽

しいと思っていない児童生徒が

40人学級で約５人，さらに学校

に行きたくないと思う者が40人

学級で約10人いることになる。

このことは，現在の子どもの中

には，集団生活の場である学校

で，うまく人間関係を築けず，

何らかの不適応を起こしている状況が考えられる。

ところで，現在の子どもを取り巻く状況は，少子化や核家族化の進む中で人間関係が希薄化し

ていると指摘されている。核家族化や少子化，遊び場の消失，過度の塾通いなど，人と接してコ

ミュニケーションできる機会や時間が減少している。さらに，情報機器の発達で電話や電子メー

ルに頼る生活スタイルが普及し，人々が同じ場所に居ても直接対話する機会を奪っている状況が

ある。このような中で，うまく人間関係を築けない，学校に居場所を見付けられないなど個別の

課題を抱えている子どもが見受けられる状況である。つまり，現在の子どものコミュニケーショ

ン能力が低下していると指摘されるのは，コミュニケーション能力を身に付ける機会そのものが

減っているからと捉えることができるｲ)ｳ)。

２ 『生徒指導提要』

(1) 自己指導能力の育成

平成22年３月に文部科学省から示された『生徒指導提要』には，「生徒指導が，教育課程の内外

において一人一人の児童生徒の健全な成長を促し，児童生徒自ら現在及び将来における自己実現

を図っていくための自己指導能力の育成を目指すという生徒指導の積極的な意義を踏まえ，学校

の教育活動全体を通じ，その一層の充実を図っていくことが必要です。」3)と示されている。

そして，個々の子どもの自己指導能力の育成を目指すために，日々の教育活動において，「①

児童生徒に自己存在感を与えること，②共感的な人間関係を育成すること，③自己決定の場を与

え自己の可能性の開発を援助することの３点（以下，「生徒指導の三つの留意点」という。）に特

に留意すること」4)が示されている。

これは，児童生徒の自己実現のための基礎となる自己指導能力を育んでいくために，児童生徒

に，学習指導の場を含む，学校生活のあらゆる場や機会で，自己選択や自己決定をさせることを

求めている。

(2) 授業における生徒指導

日々の教育活動の中心は，授業（以下，「授業」は，各教科等の学習指導の時間を示すものと

する。）である。この授業の中で，学習指導と生徒指導を一体にして取り組むことが大切であり，

このことに関連して『生徒指導提要』には，学習指導における生徒指導に二つの側面があること

が述べられている。一つは「各教科等における学習活動が成立するために，一人一人の児童生徒

が落ち着いた雰囲気の下で学習に取り組めるよう，基本的な学習態度の在り方等についての指導

を行うこと」5)で，もう一つは「各教科等の学習において，一人一人の児童生徒が，そのねらい

の達成に向けて意欲的に学習に取り組めるよう，一人一人を生かした創意工夫ある指導を行うこ

と」6)と示されている。そして，今までの学習指導における生徒指導の意識が前者の指導である

「学習場面への適応」に偏っていたことを指摘している。今後は，先に述べた自己指導能力の育

成に向けて，生徒指導の三つの留意点に考慮して，後者の視点に立った指導が一層必要となるこ

図３ あなたは，現在通っている学校に，

行きたくないと思うことがありますか
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とが強調されている。このことは，授業の中で「児童生徒の自発的かつ主体的な成長・発達の過

程を援助する生徒指導」（以下「『育てる』生徒指導」という。）を行うことの重要性を示したも

のであり，そのような授業に改善していく必要がある。

(3) 『生徒指導提要』に関わるアンケートの分析

岡山県内の小・中学校では，『生徒指導提要』で示された授業における生徒指導をどの程度意

識して行っているのかを把握する必要があると考え，岡山・倉敷市を除く県内全域の小・中学校

の生徒指導主事又は生徒指導主担当者（小学校208名，中学校93名，計301名）を対象に，各校の

実態についてアンケート調査（表１）を実施した（平成23年５月中下旬）。

ア 『生徒指導提要』の活用

アンケート項目１（図４）から，

生徒指導主事（生徒指導主担当者）

の半数が『生徒指導提要』での「学

習指導における生徒指導」を未確認

であることが分かった。生徒指導主

事（生徒指導主担当者）が校内にお

ける生徒指導の中心であることを考

えると，生徒指導提要の趣旨が，学

校現場に浸透していないことがうか

がえる。

表１ 学習指導における生徒指導に関するアンケート調査

１ 文部科学省から平成22年３月に示された『生徒指導提要』に載っている学習指導における生徒指導について確認したこ

とがありますか。

ア 何回も確認している イ 一度確認した ウ 確認はしていない

２ 生徒指導提要の中で，生徒指導は個々の児童生徒の自己指導能力の育成を目指すもので，「日々の教育活動においては、

①児童生徒に自己存在感を与えること，②共感的な人間関係を育成すること，③自己決定の場を与え自己の可能性の開

発を援助することの３点に特に留意することが求められています」とあります。現在，貴校の生徒指導において，以上

の３点を意識した年間指導計画を立てていますか。

ア ３点とも意識して計画している イ 一部，意識して計画している

ウ 意識しているが，計画には盛り込んでいない エ 意識していない

３ 児童生徒の自己指導能力を育むための生徒指導では，学習指導の場を含む，学校生活のあらゆる場面や機会で取り組ん

でいくことが必要だと言われています。現在，貴校の生徒指導で重点的に取り組んでいる場面はどこですか。次のア～

サから，優先順位の高いものを三つ選んでください。

ア 各教科の授業時間 イ 道徳の時間 ウ 学級活動 エ 総合的な学習の時間

オ 学校行事 カ 放課後の活動（部活動など） キ 給食 ク 清掃 ケ 休み時間

コ 校外指導 サ その他（具体を記述）

４ 貴校の学習指導（各教科等の授業）の中で，全教職員の共通理解の下で行っていることがありましたら，次のア～シか

ら，優先順位の高いものを三つ選んでください。

ア 授業開始時刻の厳守 イ 授業準備・忘れ物の指導 ウ 落ち着いた学習環境の整備

エ 授業中の態度・姿勢の指導 オ 話を聞く指導 カ 分かる授業の実施

キ 児童生徒のよさや興味関心を生かした指導 ク 児童生徒に学び合える場を与える工夫

ケ 児童生徒に自己決定の場を与える工夫 コ 自分の考えを自分の言葉で発表できる指導

サ 積極的な授業公開（教師と子どもとの関わり方についての授業研究）

シ その他（具体を記述）

図４ 『生徒指導提要』の「学習指導における生徒指導」
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イ 生徒指導の三つの留意点を取り入

れた年間指導計画の作成

アンケート項目２（図５）で，年

間指導計画の作成に当たり生徒指導

の三つの留意点をすべて意識してい

る小・中学校は３割程度にとどまっ

ている。よって，日頃の学習指導（授

業）においても，生徒指導の三つの

留意点を意識した組織的，計画的な

取り組みがなされているとは考えに

くい。

ウ 児童生徒の自己指導能力を育むための生徒指導を行う機会

アンケート項目３（図６）では，小・中学校ともに児童生徒の自己指導能力を育むための生徒

指導を行う機会として，各教科の授業時間や特別活動全般を重視していることが分かった。学校

生活の中で，授業は児童生徒が最も多くの時間を過ごし，個々の子どもが関わり合う機会が多い

場である。また，特別活動と生徒指導の目標は重なる部分があり，また密接な関係がある。運動

会や宿泊研修などの学校行事は，個々の特性を生かしたり，自己決定の場を与えたりしやすい場

面であると考えられる。

エ 授業の中で，全教職員の共通理解の下で行っている生徒指導に関わる取り組み

アンケート項目４（図７）では小・中学校ともに「分かる授業の実施」「落ち着いた学習環境

の整備」が上位に挙げられている。ここでも，生徒指導の三つの留意点に関わる取り組みに対し

て意識が高いとはいえない。また，中学校は「授業開始時刻の厳守」が挙げられているのが特徴

的である。

図６ 児童生徒の自己指導能力を育むための生徒指導を行う機会
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図５ 生徒指導の三つの留意点を取り入れた年間指導計画
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オ アンケート結果の考察

教師は，授業における生徒指導について，授業規律や学習環境の整備などの学習場面への適応

を重視した捉えが強いことが分かった。「分かる授業の実施」を目標に掲げている学校は多いが，

授業の中で自己指導能力を育成する取り組みは顕著とはいえない。『生徒指導提要』の活用の低

さや学校全体での組織だった年間指導計画作成には至っていないことから，学習指導における生

徒指導の趣旨が十分に認識されないまま，個々の教師の捉えの範囲で行われていると考えられる。

３ 授業改善としての学び合い

(1) 授業改善の必要性

Ⅳ１から，現在の子どもの中には，うまく人間関係を築けない，学校に居場所を見付けられな

いなどの個別の課題を抱えている者が相当数いる状況である。学校で，子ども同士がつながって

いける機会と場所を提供することが望まれている。

子どもが学校生活の中で最も多くの時間を過ごすのが，学級であり，授業の時間である。学び

の場である授業に，学習することを目的につながり合う活動を入れることは，人間関係が希薄に

なった子どもに関わり合う場を提供することになる。一緒に学習課題を追求する「学び合い」の

形態を授業の中に導入することで，自然に子ども同士の対話が増えることが期待できる。

また，学びに入れない子どもの多くは「授業が分からない」という悩みを抱えている。捉え方

を変えるならば，子どもの分からない苦しさを教師や集団が十分に受け止めておらず，授業の中

で居場所がない状況が見えてくる。この状況を改善するためには，分からない子どもにも居場所

を保障し，それを支える級友へのつながりを促進することが必要である。学び合いの授業で展開

されている教師が子ども同士をつなぐ関わりを，子どもの実態に即して丁寧に行うことが有効で

あると考えられる。授業の中で，『生徒指導提要』で示された一人一人を生かした創意工夫のあ

る指導を実現する授業改善が求められている。

図７ 授業の中で，全教職員の共通理解の下で行っている生徒指導に関わる取り組み
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ところで，平成20年告示の学習指導要領では，言語活動の充実が強調されており，授業におい

て話し合いや発表，傾聴といった他の子どもとの関わりをもちながら学習を進めることは有効な

学習方法の一つと考えられるｴ)。

(2) 学び合いの授業とは

学び合いの授業の１つに協同学習(協同的な学び）がある。この学び合いの授業とは，子ども

同士が学習課題を媒介にしてつながり，「聞き合い」「伝え合い」等の互恵的な人間関係の中で「学

び」を深めていく学習方法である。ペアやグループの形で活動することが多いが，子ども同士の

関わり合いの中で個々の「学び」を深めていくことが大切となる。学び合いの授業で教師は，学

び合いの場を設定したり，子ども同士の学び合いが促進するような援助的な関わりを重視し，直

接「教える」という行為を控え，子どもの「学び」の実態に合わせて授業を展開することとなる。

ジョンソン・ジョンソン（1998）は，「協同学習の場では，教師は技術や教科に関する専門家

であると同時に学級の中の集団を効果的に機能させる責任者であり，コンサルタントでもある。」7)

と述べ，教師の役割について触れている。また，佐藤（2006）は，「『学びの共同体』としての学

校においては，まず教師自身が『教える専門家』から『学びの専門家』への脱皮を遂げなければ

ならない。そして『学びの共同体』としての学校においては，子ども一人ひとりの学ぶ権利が実

現されると同時に，教師も一人残らず教育の専門家として成長する機会が保障されなければなら

ない。」8)と述べ，子どもの「学び」を重視した授業づくりや，授業研修で事後の研究協議会の重

視を提唱している。

(3) 授業における学び合いに関するアンケート調査の分析

岡山県内の小・中学校では，授業における学び合いについてどのような意識をもっているのか

を把握する必要があると考え，学び合いの授業づくりの実践校の教師や様々な研修等で岡山県総

合教育センターを訪れる岡山県内全域の小・中・高等学校の教職員（小学校175名，中学校188名，

高等学校72名，計435名）を対象に，記述式のアンケート調査（表２）を実施した（平成22年７月

～平成23年８月の期間）。このアンケート回答者の「学び合い」の認識と，この研究で定義する

「学び合い」には異なる部分があることを考慮に入れた上で，アンケート結果の分析では，学校

全体で何らかの学び合いの授業づくりをしている群（216名）と，していない群（219名）に分け

て比較することで，協同学習などの学び合いの授業づくりに対する意識傾向をまとめた。分析に

際しては，回答記述を大きな特徴ごとに分類し，グラフ化したものを参考に示す。

表２ 授業における学び合いに関するアンケート調査

１ 授業における子ども同士の学び合いを活性化するために，どのような取り組みをしていますか。

２ 授業における子ども同士の学び合いを活性化する上で，難しさを感じるところはどこですか。

３ 授業における子ども同士の学び合いを活性化するために，子どもに身に付けさせたい力は何ですか。

４ 授業における子ども同士の学び合いを活性化するために，教師に必要な授業力は何だと思いますか。

５ 学び合いを促進するために必要な教師の力を高めるには，どんな方法が有効だと思いますか。（複数回答可）

(1) 校内で授業研究をする (2) 普段の授業を互いに見合う

(3) 他校の公開研究授業を参観する (4) 講師を招いての研修を受ける

(5) 研修講座を受講する (6) 書籍や先行研究等から学ぶ

(7) その他〔 〕

６ 学校全体で協同学習などの学び合いの取り組みをしていますか。
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ア 子ども同士の学び合いを活性化するた

めの取り組み

アンケート項目１（図８）では，どち

らの群も「ペア学習・グループ学習」「話

し合い活動の設定，指導」を活性化のた

めの取り組みとして挙げていた。学び合

いをしている群では，課題設定，教材の

工夫を挙げた回答記述が多い。

具体的な記述を見てみると，学び合い

をしていない群では「ペアでの話し合い」

「グループでの話し合い」といった小集

団と話し合い活動を結び付けたものを学

び合いと捉えた回答が多く見られた。ま

た，学び合いをしている群は，「一つの

考えでも，一人で言うのではなくつなげ

て発表する方法を取る」「とにかくつな

ぎ合うことを意識している」「質問は教

師が引き取らないで生徒同士で聞き合わ

せる」など，子ども同士の関係性を高め

る取り組みに触れた記述が多く見られ

た。

イ 子ども同士の学び合いを活性化する上

で難しさを感じるところ

アンケート項目２（図９）では，どち

らの群も，「学びに入れない子どもがい

る，個人差がある」に関する回答が多く，

学び合いに加われない子どもへの対応に

難しさがあることが分かる。

具体的な記述を見てみると，学び合い

をしている群では「うまく子ども同士を

関わらせることができない」「自分の思

いを発表しない子どもへの対応」「子ど

もにとって必要と感じる教材の選択」と

いった教師の指導上の課題が挙げられて

いたが，学び合いをしていない群は「同

じ子どもばかり活躍する」「子どもが意

見を言わないこと」「コミュニケーショ

ン能力の欠如」といった子どもの状態を

捉えているものが多かった。また，学び

合いをしていない群では「日常の人間関

係」「学級内の人間関係」などの人間関

係が難しさにつながっているという記述

が多かった。

ウ 授業における子ども同士の学び合いを

活性化するために，子どもに身に付けさ

図８ 子ども同士の学び合いを活性化するための

取り組み
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図９ 子ども同士の学び合いを活性化する上で

難しさを感じるところ
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せたい力

アンケート項目３（図10）では，どち

らの群も「話す力，表現する力」「聞く

力，聴く力」「コミュニケーション能力」

などコミュニケーションに関わる力を挙

げた回答が多かった。

学び合いをしている群では，「聞く力，

聴く力」の回答が多かった。具体的な記

述では，どちらの群も「大事なことを落

とさずに聞く」「話の中核を聴き取る」「意

見を比べながら聞く」などのスキルに関

わる力と，「相手の思いを受け止める」「真

剣にしっかりと聴く」などの受容に関わ

る力の両面に関するものが見られた。ま

た，学び合いをしている群では「聴く」

「聞き合う」といった表現を使用した回

答が多く，受容的な面を重視しているこ

とがうかがえた。

グラフにはないが，学び合いをしてい

る群で「言いやすい雰囲気」「分からないと言える雰囲気」など，学級の雰囲気について触れた

特徴的な回答記述も見られた。

エ 子ども同士の学び合いを活性化するために教師に必要な授業力

アンケート項目４（図11）では，どち

らの群も意見の取り上げ方に関連した回

答記述が圧倒的に多く，学び合いにおい

て，子ども同士の意見の交流を重視して

いることがうかがえる。

学び合いをしている群では，「子ども

の表情などから変化を読み取る力」「学

びを見取る力」「観察力」などの子ども

の状態を見取る力に関係した記述が多く

見られた。また，課題設定力や子どもが

学びたいと思う課題の準備，課題づくり

など「課題設定の工夫」に関する記述も

多かった。

一方，学び合いをしていない群では，

「意見をまとめる力」「話をまとめる力」

などのまとめに関する記述が多く見られ

た。適切な発問をする力量や教師の発問

力，分かりやすい発問など「よい発問を

する」に関する記述も多く見られた。

アンケート項目３で回答が見られた

「雰囲気」については，授業力として捉

える回答記述がどちらの群も見られ，学

び合いの授業での場の雰囲気づくりを大

図11 子ども同士の学び合いを活性化するために

教師に必要な授業力
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図10 授業における子ども同士の学び合いを活性化

するために，子どもに身に付けさせたい力
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切にする姿勢がうかがえる。

オ 学び合いを促進するために必要な教師

の力を高める方法

アンケート項目５（図12）では，学び

合いをしている群で，校内での授業研究

や公開授業参観など実際の授業での研修

に重きを置いていることが分かる。また，

講師を招いての研修や他校の公開授業を

参観することを重視していることもうか

がえる。

一方，学び合いをしていない群では，

研修講座を受講するという回答が最も多

くなっている。

カ アンケート結果の考察

学び合いを進めていく上で，どちらの

群も共通して，学びに入りにくい子ども

や人間関係をつくりにくい子どもの対応

に難しさを感じているようである。

学び合いをしている群では，学び合い

の難しさを，子どもの学びに対する教師の指導力の問題として捉え，必要な授業力として観察力

や課題設定など子どもの実態の把握に関わる力を挙げていたのが特徴的であった。一方，学び合

いをしていない群では，学び合いの難しさを子どもの実態の問題として捉え，発問やまとめなど

の授業を進める力を挙げていたのが特徴的であった。

このことは，授業への視点を「子どもが学ぶために」と意識するか「教師が教えるために」と

意識するかの違いではないかと考える。そのため，学び合いをしている群で身に付けさせたい力

として「雰囲気」が挙がったのも，「子どもが」雰囲気をつくるものとして捉えたからではない

かと思われる。学び合いの授業づくりの授業改善を進めるには，子どもの学びの状況を的確に捉

えたり，実態に即した教師の学び合いを促進する援助的な関わりが必要であることがうかがえる。

Ⅴ 実践校の取り組みから見えてきたもの

今回の調査研究では，研究協力校の校内の授業参観や研究協議会への視察を繰り返した。学び合

いの1つの形式である協同学習の実践の中で，子ども同士の学び合いを促進する教師の関わり・取

り組み全般の情報を収集し，授業における生徒指導につながる具体的な手だて・方法について分析

した。特に，居場所づくりやよりよい人間関係づくり，自己指導能力を育成する「育てる」生徒指

導につながる教師の具体的な関わりの確認を行った。

１ 研究協力校の取り組み

「授業で学校を変える」を目標として掲げ，協同学習の授業に取り組む岡山市立岡輝中学校は，

岡山市の中心部に位置している。かつては，学校生活の中で様々な問題行動が日常的に起こって

いる状況であった。この状況を克服するために，学校を地域に開くことを早くから進め，「いき

いきスクール支援事業」「岡山市地域協働学校」「シニアスクール」「コミュニティスクール推進

事業」など次々と地域と一体となった事業・学校づくりを推し進め，現在も「学区でつながれ，

地域協働学校」をスローガンに学校改革が進められている。このことは，子どもを地域全体で見

守ることにつながり，生徒指導上の一定の成果を生んでいる。しかし，家庭的な背景等の厳しい

図12 学び合いを促進するために必要な教師の力を
高める方法
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問題を根本から解決するには限界があるのも事実で

ある。

このような状況の平成18年度末頃から，「子どもた

ちを救う場所というのは教室でしかない。教室で救

うということは，授業で救うしかない。そこに，『学

びの協同体』という一つの協同学習の手法を取り入

れることによって，子どもたちを救っていこう9)。協

同学習という一つの学習方法を，学校で全面的に取

り入れる」ことが決まった。全ての子どもの「学び」

と「育ち」を授業の中で保障していくための協同学

習に学校全体で取り組み始めて，平成23年度で５年

目を迎えている。生徒会が発案，作成した「みんな

とつながれ協同学習」というスローガン（図13）を

掲げて，「学習を通して，授業を通して子どもを変え

ていこう，学校を変えていこう」という取り組みと

して継続している。現在も様々な生徒指導上の課題

があることに変わりはないが，「生徒指導は授業の中

から」という教職員の共通理解の下に学校改革が進

められ，学校には穏やかな空気が流れており，荒れ

た学校で感じる対人関係の重苦しさはない。協同学

習の公開授業にも，生き生きと取り組む生徒の姿が

見られる（図14）。そこには，「育てる」生徒指導を

基盤とした教師の生徒への優しいまなざしがあり，「学

びから逃避しがちな生徒を含め，生徒全員が大切に

されている」温かみがある。授業中に廊下を我が物

顔で徘徊したり，授業妨害を行ったりする生徒は見当たらない。以前は毎年全校生徒の10％を越
はいかい

えていた不登校生徒数も，現在は５％台と半減している。さらに，生徒会活動の中にも，生徒自

らが授業の中で協同学習を推進していく姿が見られる（図15）。協同的な学びを取り入れた授業

改革（学校改革）で生徒同士をつなぐ関わりを通して，学校の荒れを克服する成果が現れている。

２ 「居場所」をデザインする

周りの人間が「分かる」中で自分一人が「分からない」まま時間が進んでいく。周りのペース

について行けず，自分だけが取り残される。指示の意味が分からないのに，誰にも聞けない。誰

もこの気持ちに気付いてくれない。不安や疎外感，不適応感が高まっていく。学校の中で多くの

時間を過ごす授業が，子どもにとってこのような時間になっていないだろうか。自分がそこに居

て安全だと思える場所，安心感のある場所だからこそ，「居場所」として機能する。人と関わる

ことで，自分の「居場所」が確認できるからこそ，全ての子どもが教室へと向かう。

様々な問題行動の要因の中に居場所がないことが挙げられる。研究協力校では，学び合いで子

どもの「居場所」をつくり，荒れを治め，不登校の減少を生んだ。「居場所」となる場はどのよ

うにデザインされているのかを探ってみた。

(1) 聴き合う場としてのデザイン

学び合いでは，「聴く」ことが重視されており，一斉での指導や話し合いは，コの字型の机配

置で行われる。教室前面中央に教師は椅子に腰掛け，子どもに対面する（図16）。このことによ

り，子どもだけでなく教師を含めた集団の誰もが，顔を上げるだけで誰かと視線を合わせて話を

聴くことができる。また，教師は子ども一人一人の表情をつぶさに見て，非言語の情報を読んだ
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図15 宿泊研修で決めた第１学年の

学年スローガン

図14 公開授業風景（保健体育 相撲）

図13 岡輝中学校 学校改革スローガン



りつぶやきを拾ったりする。

教師は，落ち着いた声の大きさや調子で，授

業を始める。その教師の穏やかな態度やしぐさ

に合わせて，子どもの気持ちの高ぶりが収まり，

休み時間と学習時間の区別が自然と付けられる。

教師は，終始，声の大きさを抑え，柔らかな口

調で授業を展開していく。教室には，落ち着い

た雰囲気ができ，その中で生まれる子どものつ

ぶやきを教師が捉える。教師自身が「聴くこと」

を大切にする姿勢がモデルとなり，子どもも「聴

くこと」のよさを意識し，友達のつぶやきにも

耳を傾ける「聴き合う」関係がつくられる。

(2) 関わり合う場としてのデザイン

学び合いは，グループで行われる。しかし，

必ずしも，意見をまとめ合ったり話し合ったり

することが目的のグループ学習ではない。一人

一人が自分の学びを進める時にも机を付ける。

分からない時，困った時，「分からない」「教え

て」という言葉を自然に口に出すことができる。

そしてそれを受け止められる距離，その中でそ

れぞれの学びを進め，互いに学び合うのである。

基本的には，男子２名，女子２名で４人組が

構成され，男女がクロスになるように座席配置

される（図17）。２人組では，学びに広がりを

生み出しにくい。３人では，２人と１人に分か

れがちである。５人以上になると，頭を突き合

わせることが難しくなる。４人組は，ある程度

の意見の多様さをもちつつ，机を付け合うこと

で，関わり合いが自然に生まれ，親密な距離感

の中で，それぞれの学びを進行させること

（図18）ができる人数である。人間関係がまだ

十分につくられていない時期や学級の実態によ

っては，簡単な意見や感想をペアで交換するこ

ともある。

また，子どもを学びに引き込む魅力のある課

題は，課題を媒介とした関わり合いを自然に生

み，子どもと子どもをつなぐ役割も果たす。「ど

う思う？」「分かる？」そんなつぶやきから自然

と子どもがつながり始める。研究協力校では，

授業が始まって５分以内で子どもを学びの場に

引き込むことが意識されている。子どもの実生

活につながる魅力的な課題づくりや子どもと学

習課題を結び付ける具体物の提示等で課題の設

定を工夫し，子どもを学びへと引き込む。

佐藤（2009）の「トランポリンモデル」10)（図19）

図18 グループで関わり合い，課題に取り組む

図17 ４人組での座席配置

図19 トランポリンモデル

図16 向かい合って学習をする教師と子ども

- 12 -

教師
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では子どもを学びのステージに乗せることを「トランポリンに乗せる」と表現する。学びに入り

にくい子どもの多くは学力が低位で，トランポリンに乗りにくい子どもである。同じトランポリ

ンに乗っていれば学力の高位の子どもの跳躍によって，トランポリンの揺れが起き，低位の子ど

もも一緒に高い学びへの跳躍を始める。授業前半で「最低限学ばせたいレベル」まで低位の子ど

もを引き上げ，その上で，後半はさらに高い課題の設定をして高位の子どもの跳躍を大きくさせ，

全体の子どもの学習レベルを引き上げる。そのためにも，まずは授業の早い段階で全ての子ども

をトランポリンに乗せることが重要なのである。

(3) 安心感のある場としてのデザイン

突っ伏したままで机を動かす気配のない子

どもがいると，教師は机をそっとグループの

形へと動かす（図20）。そこには，突っ伏して

いても学級の一員として子どもを尊重してい

るという教師のメッセージが発せられている。

教室に居ない子どもの机を隣の席の子どもが

グループの形に動かす。突っ伏している子ど

もをそっと起こして仲間に入れる。そんな関

わりが子どもの中にも見える。

子どもを学びへとつなげる教師の関わりは，

教室の中だけではない。廊下には，常に教師

がいて，教室に入れない子どもが教室へと足を向けるまで見守ったり，必要に応じて教室に入っ

て子どもの援助をしたりする。その表情は柔らかく，子どもを「見捨てない」見守りの体制が出

来上がっている。休み時間には，気になる子どもに積極的に声をかけて談笑し，時間になれば，

触れ合いながら子どもを教室へと促す。教師に背を向け，授業に入れなかった子どもがいると，

その心の内を理解しようとし，その子どもの学びが失われたことを惜しみ，どうすれば学びに入

れたのかを真剣に振り返る。

(4) 自由な学びの場としてのデザイン

突っ伏したままで授業に参加していないと見える子どもが，実は，友達の発言を聴き，発言者

の方を見ていることが多い。ある子どもは友達がそっと近付けてくれたワークシートや教師の板

書をちらりと見ると起きあがってゆっくりと作業を始めた。ある子どもは，友達や教師の発言が

聞こえるとそちらへと顔を向けた。集中が長く保てない子どもは，周囲の子どもに軽くちょっか

いを出しては友達の笑顔を見て，また，学びへと戻っていた。それぞれの反応の仕方は違ってい

るが，学びに入りにくい子どもは，自分が反応できる場所でそれぞれの学びに入っていた（図21）。

子どもは教室に居さえすれば学びに入るきっかけ

を自分でつかむ。研究協力校では「全ての子どもの

学びを保障する」という明確な目的の下に授業規律

がある。学びに参加できていない子どもの姿を丸ご

と受け止めることで，個の学びを保障している。学

びに入らせるために働きかけたり促したりすること

はあっても，教師が押し付ける指導は見られない。

反面，人と距離を置くことが学び合いを妨げること

につながると考え，机と机はきちんと付ける，壁を

つくらないように筆箱や教科書を人と人の間に置か

ない，といった指導がなされている。

(5) 見えてきたもの

「聴く」ことを意識して座席配置，学習形態などを工夫し学び合う場をつくることが，子ども

図21 隣同士で「見る」ことから始まる

学び合いもある

図20 突っ伏している子どもの机の向きを変える教師
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が互いの存在を感じ合う「居場所」を生み出していた。この学び合いの場を探ってみると，自己

指導能力の育成につながる生徒指導の三つの留意点の全てが含まれていることが分かる。

ア 子どもに自己存在感を与えること

聴き合うことを重視した場づくりは，子ども同士が，目を見合わせ，表情を読み合い，言葉を

交わし合い，互いの存在を感じ合うことを可能にする。人との関わり合いの中で，自分の存在を

確認できる場である。また，一人一人の「そうせざるを得ない」気持ちに寄り添い，子どもの姿

を丸ごと受け止めようとする教師の姿は，自分たちが大切にされていて，価値のある存在である

ことを子どもに伝えている。

イ 共感的な人間関係を育成すること

学び合いでは，親密な距離感の中で，「分からない」と言って支え合うことが許され，一緒に

学び合える仲間がいる。そこでは，「分からない」と言える学級の雰囲気をつくるのは，教師で

はなく子どもである。共に学ぶ仲間に対する共感的な気持ちや態度は，仲間との関わりの中で，

自分自身が実感して繰り返し経験していくことで育っている。

ウ 自己決定の場を与え自己の可能性の開発を援助すること

学び合いのグループは，一人一人の学びを進めつつ，課題という媒介を通して関わり合いが生

まれる場である。だからこそ，教師が話題を焦点化したり効率的な学びを進めたりするために行

う「発問」よりも，子どもの学び合いを自然に引き起こす「課題の設定」が重要になってくる。

そして，グループで課題の解決に向けて取り組む中で，自分の学びを進めたり，つながりを求め

たりする自由がある。このことは，学び合いの場が自由な場であり，自己決定のできる場として

保障されていることを意味している。

３ 子どもの関わり合いを促進する

「居場所」となる場がデザインされた子どもの間には，自然と関わり合いが生まれる。しかし，

この関わり合いは，子どもなりの関わり合い方である。そもそも，人と関わることを苦手として

いる子ども同士の関わり合いが更に進むためには，どのような手だてがあるのだろうか。研究協

力校で行われている学び合いの授業の中で，教師が行っている子ども同士の関わり合いを促進す

るための手だてを探ってみた。

(1) 分からない子どもへ寄り添う

多くの学校では，グループ活動している時に学んでいない子どもに対して，グループに入って

他の子どもと同じように学ぶことを指示する。しかし，研究協力校では，学びに入ろうとしない

子どもには，その気持ちを理解することから始める。教師は学びに入ろうとしない子どもは，学

習面でのつまずきがあり，困っている子どもと捉えているからである。そこで教師は，授業が分

からないという気持ちに寄り添い，受け止めながら，「分からないから，教えて」と他の子ども

に聞くことを教える。安心して「分からないから，教えて」と言えるようにするために，研究協

力校には学校全体で決められた授業ルールがある（表３）。この授業ルールによって，子どもは

自分から学びに入ることができるようになっている。例えば，一人で困っている子どもは，「分

からないから，教えて」とグループの

メンバーに頼るように教師が教える。

課題が分からずに学びに入れない子ど

もには，そっと寄り添って課題を具体

的に伝え，まず課題を理解させ，それ

から，課題という媒介を通してグルー

プのメンバーに頼ることを教える。こ

うした教師の関わりによって，子ども

は，困った時には他の子どもに依存す

表３ 「分からないから教えて」を言えるための授業ルール

○ 人の話をよく聴くこと

○ 分からないことは「分からない」と言うこと

○ 困った時は「どうするの」と自分から言うこと

○ 頼られた時はしっかり対応してあげること
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ることを覚え，自分から依存できる力

を育てていると考えられる（図22）。そ

の結果，学力が低位な子どもでも，グ

ループのメンバーに依存することで，

メンバーが援助する関わりが生まれて

いる。そして，教師は本当に個別の援

助が必要な子どもに関わることが可能

になる。

(2) 子どもの状態を丁寧に見取る

教師は授業中，常に子どもの状態を

丁寧に見取っている。見取るポイント

は三つある。一つ目は身体からの見取

りである。子どもの状態を目の動きや

表情，手の動き，仕草などから見取っている。二つ目は，つまずきやつぶやきからの見取りであ

る。つまずいている様子はないか，分からないことを声に出してつぶやいていないかを見取って

いる。三つ目は子どものつながりからの見取りである。子どもは，課題とつながっているか，子

ども同士がつながっているか，子どもと教師がつながっているか，さらに，一人一人の子どもと

集団がつながっているかを見取っている。こうした見取りは，子どもがグループで活動している

時だけでなく，教師が全体の場で発問している時や子どもの発言を聞く時などにおいて常に行わ

れている。そして，見取りの結果から，教師は，次に何をすればよいか判断している。

(3) 子どもを信じて待つ

学びに入っていない子どもがいても，丁寧な見取りの結果，学びに入りそうな時には，あえて

声をかけずに，子どもが自分から学びに入るのを待つ。一見すると，教師は何もせず，子どもが

偶然学びに入ったようにも見えるが，

それまでの教師の見取りを追っていく

と，そこには，あえて何もせずに待っ

ている教師の姿がある。ある教科の授

業中におけるグループでの活動で，学

びに入らず，突っ伏していた子どもが

いた。教師は見取りを行った結果，直

接その子どもに声をかけず，学びに入

るのを待つ方を選択した。その後，グ

ループでの学び合いが進む中で，その

子どもは身体を起こして自分から学び

に入っていった（図23）。

教師が「待つ」ことは，他にも様々な場面で行われている。グループで活動している時，子ど

も同士の学び合いがすぐに進まなくても，あえて声をかけずに待つ。子どもが学びに入り，学び

合いが起きるまでの時間を保障しているのである。また，学び合いが始まっている時は，学び合

いが十分に進むまで待つ。学び合いが始まっているにも関わらず，時間を理由に学び合いを止め

るようなことはしない。むしろ，子どもの学び合いの状態に合わせて，柔軟に授業の進め方を調

整している。こうした教師の「待つ」姿勢によって，子ども同士の学び合いが起き，関わり合い

が主体的に行われる。

さらに，全体の場で子どもを指名する時にも，教師は，その子どもが発言するまで待っている。

どんなに時間がかかっても，子どもの発言を待ち続ける。ここで教師が望んでいるのは，正答や

素晴らしい意見ではない。その子どもが自分から発言することである。教師は，子どもの発言を

図23 グループを見取り，学びに入るのを待つ教師

図22 隣の子どもから「教えて」と言われ，教えて

いる子ども
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うなずきながら聞き，受け止める。

(4) 学び合いが起きない時は，戻す

教師は授業中，常に子どもの状態や子どもと集団の関わりを見取り，関わりが起きそうなら待

つことをしているが，子どもの学びが進まなかったり，学び合いが起きないない時には，一旦グ

ループでの活動を止めて，課題を全体に戻している。そして，課題を丁寧に確認したり，課題の

提示の仕方を工夫したりして，改めてグループでの活動を始めさせている。学び合いが起きず進

まない状態を見取り，素早く戻すことで，子どもが新たな学びに入れるようにしている。

(5) 子ども同士をつなぐ

学びに入っている子どもが，教師に質問した

時，教師は答えるのではなく，グループの他

の子どもにその質問をつないでいる。図24は，

数学科の時間のグループでの学びの様子であ

る。この時のやりとりを表４に示す。この場

面で，教師は子どもＡからの質問に対して，

正解を伝えることも，ヒントを出すこともせ

ず，同じグループの子どもＢ，子どもＣにつ

ないだ。子どもＡの最初の質問を教師がつな

いだことにより，学び合いが起きた場面であ

る。こうした教師のつなぐという関わりの中

で，子ども同士がつながり，子ども同士の関

図24 子どもからの質問を同じグループの子どもに

つなぐ

表４ 子どもの質問を教師がつないでいる場面の逐語記録

授業の経 ※話者Ａ，Ｂ，Ｃは子ども，Ｔは教師
過時間 話者 子どもの発話内容，（ ）内は様子等

（隣のグループを見ている教師に気付いたＡが教師に質問する）

31'30" Ａ 先生，質問です。「ａ＋ａ」とは何ですか。
Ｔ （教師はＡの正面にいるＢに向いて）どう？（とつなぐ）
Ｂ ・・・。（Ｂは分からず，困っている）

Ａ 先生，ａ＋ａは。（再度聞く）
Ｔ （教師はＡの横にいるＣに向いて）Ｃはどう？（とつなぐ）
Ｃ えっ，２ａ？（答えたが，自信がない様子）
Ａ ２ａ？（確定できずに困っている）

（Ａ，Ｂ，Ｃの３人で話し始めるが，３人とも自信がない様子）

Ａ あっ，教科書。
（Ａが教科書に説明が載っていたことを思い出し，教科書を調べる）

（他の２人ものぞき込んで見る）

Ａ あっ，これ，これ。（見付けて喜ぶ）
Ｂ （のぞき込んで，うなずく）

（しかし，沈黙の後，３人とも首をかしげている）

Ａ うーん，分からない。
Ｃ こっちは？（他のページを開くが，Ａは首をかしげる）

（しばらく，３人で教科書を見ながら解答を探すが見付からない）

（２ａではないかと３人で話すが，確定できない）

36'10" Ａ ２ａだ，２ａでいい。
（しかし,自信がない様子で，隣のグループの子どもに聞く）

（隣のグループの子どもが教えてくれる）
Ａ 理由は？

（隣のグループの子どもが教えてくれる）
Ａ あっ，そうか。ａの前に１があるからａ＋ａは２ａだ。

（納得した様子）
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わり合いが生まれている。また，教師がつなぐ先を変えて見せることで，子どもは誰とでもつな

がる機会を与えられるとともに，それぞれの子どもとのつながり方が分かり，次回から誰と，ど

うつながるかを自己決定するようになる。

さらに，子ども同士をつなぐことは全体の場でも行われている。多くの学校では，一斉授業の

中で教師が発問し，子どもから何らかの回答があると，「そうだね」「よく分かったね」と返すこ

とが多い。しかし，研究協力校では，教師が発問し，子どもから発言があった時，その子どもに

返さず，他の子どもに「今の発言についてどう思った」「もう一度，話してみて」とつないでい

る。このように，教師が子どもの発言を直接他の子どもにつなぐことで，グループで活動してい

ない時も，子ども同士の学び合いを意図的に起こしている。この「教師が，子どもへ発問し，子

どもから返ってきた発言を他の子どもへつないでいく」ことを，研究協力校では「一往復半」と

呼んでいる。ここで，子どもの発言が他の子どもに聞こえなかった場合は，もう一度発言させる

が，教師自身は復唱をしない。発言する子どもに「もう少し大きな声で」という指示もしない。

学級全体に対して「聴くこと」に集中するように指示する。子どもが互いの発言を集中して聴く

ことで，子ども同士が自然につながり，他の子どもの発言を尊重するようになる。

(6) 見えてきたもの

研究協力校では，教師は「教える」ことに終始せず，常に子どもの「学び」を援助する立場を

取る。授業での教師の子どもに対する関わりの大部分は，教師が学習を｢指導する｣視点でなく，

子どもの個の学びや集団による学び合いを｢援助する｣視点で行われている。丁寧に子どもの状態

や子ども同士の関わりの状態を見取り，分からなくても依存すれば学び合いに入れることを教え，

学び合いに入るのを待ち，学び合いが起きないようなら「戻す」ことをしている。そして，学び

合いがさらに促進するように，「つなぐ」ことを丁寧に行っている。

こうした教師の関わりは，子どもの授業における学び合いを促進すると同時に，人間関係の希

薄化が問題視される子どもをつなぎ，関わり合いを生む機会を提供している。この関わり合いの

中で，子どもは，依存してもよいということ，誰とどうつながるかを自由に決められるというこ

とを知りながら人と関わる力を身に付けている。このことは，共感的な人間関係を育むとともに，

選択の自由などの自己決定のできる場が保障されていると言える。よって，子どもの関わり合い

を促進することは，よりよい人間関係づくりやコミュニケーション能力を育成する生徒指導を行

うことであり，子どもの自己実現の基礎となる自己指導能力を育んでいく生徒指導となっている。

４ 授業研究で子どもの学びを語る

(1) 提案授業（授業公開）を積極的に行

う

研究協力校では，各教師が年間３回

以上，学年団単位で年間20回以上（毎

月第２・４水曜日）提案授業と研究協

議が行われる。さらに授業参観や教師

間で積極的に授業を公開している。廊

下指導の教師とも，授業中の生徒の様

子について情報交換している。「全て

の生徒が学びには入れていたか」につ

いて参観した教職員同士で話題にして

いる。このことが授業者及び参観教師

が，生徒の様子を見取る力を磨くよい

研修機会となっている。授業公開のた

めの学習指導案は図25のような「テー

授業デザイン（数学科）
授業者 ○○ ○○

１ 学 級 １年○組（１○教室）

２ テーマ 比例のグラフ

３ ねらい ○比例のグラフを描き，グラフの式を読み取ることができる。

○長方形の面積を二等分する直線が通る点に気付くことができる。

４ 材 料 ワークシート，長方形の紙

５ 大まかな流れ

①比例のグラフを描き，比例の式を読み取る。（グループ）

②全体で確認をする。（コの字）

③Ｘ軸と２点を通る長方形を描く。（コの字）

④原点を通り，長方形の面積を二等分する直線の式を考える。（グループ）

⑤全体で考え方を共有する。（コの字）

図25 数学科の簡易学習指導案（研究協力校では，

「授業デザイン」という。）
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マ」「ねらい」「材料」「大まかな流れ」のみ記入した簡易なものを使用し，授業公開に伴う負担

を軽減している。研究協力校では，授業研究の時間を確実に確保するために，分掌会議や職員会

議等の実施回数を最小限にとどめるなどの運用上の工夫もされている。

(2) 子どもの学びの状態を観る

提案授業（授業公開）を観る教師は，「一人一人の子どもに学びは成立していたか」という視

点で授業の中での子どもの様子を観察し，子どもの学びの事実に基づいて研究協議で報告する。

中学校では，参観学級の授業を担当していれば，ここでの子どもの学びを見取ることが，自分の

授業の展開や実際の子どもとの関わり方を考える上で参考となる。

提案授業の参観に際しては，子どもの表情やグループの雰囲気を記録に残すために，グループ

を分担して見取ったり，ビデオ撮影を行ったりする（図26）。授業観察シートを用いて授業の流

れ（学習形態，教師や子どもの動き）を時系列で記述し，授業のデザインやグループの時間の確

保，課題提示の在り方等について分析ができるようにする。通常使用されている授業観察シート

（研究協力校では「協同学習観察シート」という。）（図27）と岡山県総合教育センター生徒指導

部が作成し研究協力校の授業で使用した詳細観察用の授業観察シート（図28）を紹介する。

(3) 研究協議会で子どもの学びの様子を語る

研究協議会（図29）では，「一人一人の子どもに学びは成立していたか」の視点で観察した参

観教師が，分担して見取った各グループのメンバーを中心に一人一人の「学びの様子」「グルー

プの関わり」などを丁寧に報告し合う。その中で，子ども同士の関わりで顕著であったことや教

師の関わりで子ども同士をつなぐ手だてとして有効であったことの報告もなされる。特に机に突

っ伏したり，手悪さをしたりして学びに入れない子どもがいるグループで「どのような関わりが

あったのか，なかったのか」が丁寧に議論される。

この時，学びに入れない子ども自身が「分からん」「ここどうするの。教えて」「見せて」など

と周りに援助を求めることができたのかが一番大切なこととなる。そして，その援助を求める声

に対して，グループの子どもが丁寧に説明や援助ができていたのかを協議メンバー全員で確認し

合う。

このような協議を通して，分からない子どもが「分からないから，教えて」と周りに援助を求

めていたか，そして，援助の求めに応じてくれる雰囲気がグループ・学級全体にあったのか，そ

の状況がどうであったのかの確認が行われる。この中で，「訊かれた（援助を求められた）子ど
き

もが，訊いた子どもの分からなさに寄り添って丁寧に説明できていたか」「教師は，学びから逃

避しようとする子どもをグループにつないでいく関わりができていたのか」「子ども同士の学び

合いの時間は十分に確保されていたのか」「教師のグループの学び合いを見取る立ち位置は適切

図26 参観での見取りの様子 図27 協同学習（授業）観察シート

協同学習観察シート【 年 月 日（ ） 時間目 第 学年 組（教科： 授業者： ）】
○授業の流れ（1コマ２分30秒）

時間の流れ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

モノを媒介

個人作業・思考

協同（グループ）

協同（全員）

表現の共有

授業者の動き

生徒の動き
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図28 授業観察シート（詳細観察用記入例）

授業観察シート 【 2011年 ○月○日（○） ○時間目 第○学年○組 （教科○○ 授業者：○○教諭） 】
授業者の動き・態度等 授業者の主な発言・つぶやき 生徒の様子・つぶやき

個ペグ全め活 つ

（

視 指 説 を聴 観 人訊 つ

（

応

（

発 立 そ 読聞書計作観考話共振備
人アル員あ動 な人覚 示 明 拾く る をく な人え 人言 ち の むくく画るるえし有り考
でで

ー

でての ぐと的 す す う

（ （

つ

（

ぐとる と・ 位 他 ・・す・ る合す返
プ の手

）

物教 る る

）

含 モ な人

）

物

（

人つ 置 聴描る創 うるる
で 提順 ・材

：

ニ ぐと ・も をぶ くく・る
1ブロ 示の 人提 つ タ

）

物 人ど つや 解
ック 提 と示 ぶ

ー

・ とす なき く １ブロ
2分 示 人 や

）

人 人

）

ぐ ック
30秒 を き と を

）

２分30秒
00:00 ○ ○掲示用カード ○ ○ ○ 前 ・どうして高校名が「○○」って言 ○ 00:00

うか知ってる

02:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 前 班にしようと ・これから受ける高校の名前の由来 ○○ 02:30ー

班 班 な板 Ａ しないＡ子の くらいは知ってないといけないだろ
ド用 に が書 子 机を班にくっ う
カ らし 付けている ・これから習う漢文に関係があるん

です
05:00 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ る班 なかなか進ま ・ヒントいれようか？ヒントはこう。 ○○ 05:00

辞 を ない雰囲気を レ点を一箇所打つんだ
書 回 キャッチして ・Ｂ男が辞書使っているけどみんな

いる も使う？
07:30 ○ ○ ○ 前 ○○ 07:30

10:00 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 班 話が途切れが ・カードに書き込んでいいよ，何を ○ ○○○ 10:00
カ を ちなのをキャ 見てもいいよー

回 ッチしている ・ちょっと停滞してきたので，もう
ド る ひと頑張り（カード出す）→ヒント

を付けたから。右側をちょっと付け
てみた。書き込んでいいよ

12:30 ○ ○ ○ ○ る班 ・隣の班に助けてもらっていいよ ・なるほど，分かったぞ， ○○ 12:30
を ・聞いている？ポイントは？ 自ら？
回

15:00 ○ ○ ○ る班 ○○ 15:00
を
回

17:30 ○ ○ ○ ○ 前 ・机を戻しましょう。だいたい同じ ○ ○ 17:30
ところで止まってるんだなあ
・Ｃ男，何と言った？みんなＣ男の
聞いた？あの時，一番に言ったよな。
Ｃ男，班にした時，一番に言ったよ
な
・Ｄ男，何これ？この読み方は？辞
書に何て書いていた？これ読むため
には，返り点を打った方が良いとい
うことに気が付いたんだよな
・Ｂ男，何と読む？返り点に従って
読んでごらん（しばらく待つ）

20:00 ○ ○ ○ ○ ○ 前 ・困ったなあ。これからプリントを ○ ○ 20:00
配るから，返り点の復習をしよう。
お互いに確認し合った頃にテストを
しよう
・練習問題をお互いに作ってやって
みよう

22:30 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 前 ・今日は返り点とレ点を全員クリア ・問題をつくり合って互 ○ ○○ 22:30
ンプ ーしよう いに解き合っている
トリ ・何枚使ってくれてもいいから

25:00 ○ ○ ○ ○ ○ 班 プリントを配 ・もう一回整理しよう ・ああそうかあ ○ ○○ 25:00
ら板 を りながら，机 ・四角の中に自由に作ってやってご ・なあこれどういうこ
書 回 に伏せている らん（1,2,3,4,5と言いながら打ってい と？
し る Ａ子の頭をさ る）
な りげなく撫で ・６分後に小テストをします
が る，Ａ子の机

を班にくっ付
ける

27:30 ○ ○ ○ ○ る班 ・そうかあ ・違う班にも聞きに行っ ○ ○○ 27:30
を ・これをしたら小テストするから ている
回

30:00 ○ ○ ○ る班 ・違う班にも聞きに行っ ○ ○○ 30:00
を ている
回

32:30 ○ ○ ○ ○ ○ 前 ・さあそろそろチャレンジしようか ・違う班にも聞きにいっ ○ ○○ 32:30
な板 な ている。集中力が増して
が書 ・後１分後にチャレンジします くる・教え合う姿が見ら
らし れる

35:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前 ・机戻してチェックします ・先生が問題を書いてい ○ ○○ 35:00
ト小 るのをじっと見ている
テ ・すごく静かに集中して
ス いる

37:30 ○ ○ ○ 班 ・さっきのプリント見てもいいよ ・集中している ○ ○ 37:30
を ・班の中で答え合わせを
回 している。誰もとがめな
る い。みんなができること

を大事にしている雰囲気
がある。点数にこだわっ
ていない

40:00 ○ ○ 左 ・Ｅ男やってくれるかな。たぶん学 ・集中している ○ ○ 40:00
前 年で一番できるんじゃないか？ ・Ｅ男の板書を見る

・Ｅ男のをよく見てごらん，苦手な ・わあ，すごい
人はＥ男の数字を打つ順番の打ち方
をよく見てごらん，必ず１からだね。
・全問正解ですね。自分のと比べよ
う
・手元に解答用紙を持ってきたのに，
見ずに書いていたよね
・全員できることを目指してきたけ
れど…

42:30 ○ ○ ○ ○ ○ る班 ・答え合わせをしている ○ ○○ ○ 42:30
を ・友達と解答について話
回 し合っている

45:00 ○ ○ ○ ・Ｂ男がおさらいしようって自分の ○ ○ ○ 45:00
ワークシート出しているよね

47:30 ○ ○ ○ ○ 前 ・「○○」の名前の由来は，世の中の ○ ○ ○○ 47:30
真実とかを明らかにしていくことに
よって，正しいものを求めることを
天から教えていただく
・次の時間もここをもう一回復習し
よう。一二点とレ点がもう少し怪し
いから
・ノートに貼っておいて

50:00 50:00
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であったか」「グループでの学び合いにするタイミングやねらいは適切であったか」「グループで

の学び合いを終えるタイミングはどうであったか」など子どもによる協同的な学びの状況を分析

したり，それを促進する教師の援助者としての関わりが有効であったかを検証したりしている。

研究協力委員の提案授業での研究協議の逐語記録（表５）を紹介する。

表５ 研究協議の逐語記録

発言者 内 容

（前 略）

Ａ教諭 自分は９班をよく見ていた。よく頑張っているなあと思って見ていた。高校

の名前が出てくることで，何の話かなと顔を上げる子が多かった。生徒Ｏは，

「分からない，何をしたらいい？」と言いながら，生徒Ｔから声をかけてくれ

るのを待っていた。生徒Ｔは，「教えて」という子には教えてあげたいって以

前から言っていた。知りたいと思っている子に教えてあげるのはうれしいらし

い。だから，生徒Ｏが信号を送っていたら，生徒Ｔは教えてあげていた。生徒

Ｍが自分たちで練習問題を作る時に，生徒Ｔに「作ってくれー」と言っていた。

問題を解く時に，「生徒Ｔが一番だるい」って言っていたけれど，この「だる

い」は，生徒Ｍにとっては，悪い意味ではなくて，褒め言葉になっていると思

う。グループの生徒Ｃの子のプリントも見ていて，切れてはいなかった。グル

ープに限らず，他のグループともつながっている。生徒Ｏが最後に「おさらい

しよう」って言って，よく言ったなぁーって思った。それをＮ先生が拾ってく

れた。知りたい，分かりたいっていう気持ちが強いんだなあって思った。

Ｂ教諭 生徒のアンケートの中に，「協同やっていて，クラスが楽しくなってきた」

というのがあって，授業の中のどういう姿からそう思ったんだろうという視点

で一つの班（８班）をじっくり観察していた。一見，何ら変わりがないように

見えたんですが，生徒Ｓがずっと下を向いていて，何か糸を切っていて，それ

をじっと他の班の子が見ていたんです。無視するというわけでもなく。その後，

辞書を使う場面になって，生徒Ｎが，生徒Ｍに渡し，辞書は引けないと言って，

それを生徒Ｃに渡したところ，生徒Ｃがぺらぺらとめくって引いていた。

その一連の班の動きを生徒Ｓはじっと見ていたんです。生徒Ｎは，机に伏せて

しまってやっていないようだけれど，生徒Ｍや生徒Ｃは，生徒Ｓをじっと見て

いたし，生徒Ｍは，生徒Ｎを指でツンツンして，うっすらとした関わりをもと

うとしていた。生徒Ｓは，班のメンバーの様子を見ていた。Ｎ先生が，生徒Ｓ

のところに援助を始めると，生徒Ｍや生徒Ｃは自力で解き始めた。Ｎ先生が去

図29 研究協議会（学年団）
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ると，生徒Ｓは，生徒Ｃのプリントをじっと見て，写し始めた。自分も書きた

い，やりたいという思いがあるのが伝わってきた。生徒Ｍは，生徒Ｓにプリン

トを渡し，「生徒Ｔに渡して。」と言うなど，密かに関わっている。机をコの字

に戻す時に，生徒Ｍは，机に伏せっていた生徒Ｎの机を戻してあげていた。

Ａ教諭 最後は，子どもに説明させてもよかったんじゃないかな。

授業者Ｎ そりゃあ無理でしょう。

Ａ教諭 無理でも，させたらよかったんじゃない？一番最初の発問で，復習だと思っ

たから，混乱したよね。分からない分からないと言って。でも生徒Ｍには，は

まってたんだよね。

Ｃ教諭 生徒Ｓと生徒Ｎはやっぱり違う。基本的にはどっちも学びに入ってない。生

徒Ｐは，逃げている。バリア張っている。時々生徒Ｙも見ている。話も聞いて

いる。生徒Ｐは生徒Ｉは苦手で，それを生徒Ｉも感じているからなあ。

生徒Ｉがせっかく身体を向けているのに聞こうとしない。生徒Ｐは素直でな

いから声をかけない。それに比べて生徒Ｎは，自分から行くからね。何だかん

だ言って，生徒Ｍが面倒みるんだよ。改めて，生徒Ｐが一番重いんだなあと思

った。

授業者Ｎ 生徒Ｐは，時々生徒Ｑに教えてもらおうとするけれど，何も言わずにパッと

写すんだよね。ちょっと見せてって言えばいいのに。

Ｄ教諭 後半盛り上がった雰囲気の中で，生徒Ｐがちょっと人のを写しだした。ベス

トのタイミングで，Ｎ先生が生徒Ｐや生徒Ｓのところへ援助に行ったもんね。

で，最後生徒Ｐが反応したよね。

授業者Ｎ 生徒Ｔは上手につないだよね。うまいんだよな。生徒Ｃに対しても優しいし

ね。生徒Ｃ，寝てなかったしね。生徒Ｃは「３問間違えた～」とか言うとった

けれど，裏を返せば７問合っていたんだよな。チェックするためにも，テスト

を集めておけばよかった。今日やってきたことが，本当に身に付いたのかどう

かを確かめておけばよかった。テレビの方に立って，８班を見てしまうことが

多くて，右側が留守になってしまっていた。１班には生徒Ｕがいるから，大丈

夫かなって。この辺りが手薄でしたね。

（後 略）

(4) 見えてきたもの

研究協力校では，生徒指導全体計画の中に授業における生徒指導として協同学習を推進するこ

とが明記されており，教師個々の裁量ではなく，学校全体・全教職員の取り組みとして学び合い

の授業づくりが位置付けられている。授業を最も重要な生徒指導の場面として捉えることで，「子

どもの学び」を語る校内研修の充実に努めている。

よって，校内研修としての授業公開・研究協議を行う根底には，「全ての子どもの学びを保障

したい」という教師の願いが感じられる。子どものあるがままの姿を受け入れ，学びの様子を振

り返ることの積み重ねが，深い子ども理解となり，子ども同士の学び合いを促進する教師の関わ

りを生んでいる。これは，学級のケース会議を開き，学級の実態について共通理解を図り，今後

の指導・援助の方針を考えることと似ている。また，研究協議において，「子どもが，今，何に

つまずいているのか」「何が学びを妨げているのか」について議論することを通じて，学年団や

学校全体で子どもの学びの様子について共通理解を深めている。そして，教師個々が子どもや集

団への援助の幅を広げたり，教職員が連携してチーム援助をしたりすることを可能にしている。

そこには，教師が学びの専門家として学び合う姿があり，自然と同僚性が高まっていることが感

じられる。学校全体での組織的な授業改善の取り組みは，教職員全体で子ども理解が深まり，子
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どものあるがままの姿を温かく見守り，成長を支えることとなっている。こうした中で，子ども

の中からも，協同学習を推進する生徒会の運動が盛り上がってきている。

Ⅵ まとめと提言

１ まとめ

本研究を進める中で，関わり合う機会の減少などから，人と付き合うことを苦手と感じたり，

学校に居場所を感じられず「学び」や「集団」から逃避する子どもの存在が見えてきた。しかし，

アンケート調査より，学校の生徒指導の取り組みとして，それを補い改善する手だてが，学校全

体で十分に施されていないことも明らかとなった。特に，子どもが最も多くの時間を過ごす授業

における生徒指導については，学習環境や授業規律に関わる取り決め以外は個々の教師の裁量に

任されていることが多いことが分かった。さらに，アンケート記述より，授業の中で子ども同士

が関わり合う場となるペアやグループでの学習も，うまく人間関係を築けない子どもの存在やコ

ミュニケーション能力の不足した子どもが多いことなどが問題となり，導入を躊躇する傾向が
ちゆうちよ

あることも分かってきた。一方，協同学習などの学び合いの授業づくりに積極的に取り組む学校

では，学び合いを促進する関わりを工夫することで，これらの生徒指導上の課題に向き合ってい

ることが明らかになった。

研究協力校の授業参観や研究協議会の視察を通して，協同学習などの学び合いを促進する教師

の手だて・関わりが，授業を生徒指導の実践の場に変えることが確認できた。研究協力校では，

子ども同士が学び合う学習指導を進めることが同時に，「子どもの居場所づくり」「子どもの関わ

り合いの促進」「子ども理解の充実」の三つの生徒指導を行うこととなっていた。また，教師の

学び合いを促進する関わりは，授業の中で「児童生徒に自己存在感を与えること」「共感的な人

間関係を育成すること」「自己決定の場を与え自己の可能性の開発を援助すること」の三つに留

意した自己指導能力を育成する生徒指導を行うこととなっていた。まさに，人間関係が希薄にな

っている現在の子どもを，学校の授業の中でつなぎ関わらせることで，「育てる」生徒指導を実

践している。

研究協力校では，この取り組みを個々の教師に委ねるのではなく，学校を挙げて行い，「子ど

もを授業の中でつなぎ，育てる」ことを生徒指導の実践の中核に据えている。全教職員で，子ど

も同士の関わり合いを促進する授業改善を推進し，「全ての子どもの学びを保障する」ことを目

指している。この学び合いの授業づくりの取り組みは，人とつながりにくくなっている子どもに

「つながる先」としての学級（教室）を保障し，学習課題を媒介にした関わり合いの中で人との

関わり方を学ばせている11)。学級の中に居場所と関わりの場があることが，子どもの精神的な安

定につながり，温和で穏やかな雰囲気を生み，よりよい人間関係づくりが促進され，不登校，暴

力行為等の様々な問題行動の未然防止につながっていくのではないかと考える。

ところで，授業における子どもの居場所づくりや子ども同士の関わり合いを促進する取り組み

は，子ども同士の互恵的な信頼関係を深め，学び合いを促進する基盤となる。学び合いのある授

業は，子どもの実態や関係の度合いに合わせて学習課題の難易度を高め，様々な学び合いの手法

・形態を取り入れることで，探求的な学習活動や質の高いコミュニケーション活動を可能とし，

学力の向上や言語活動の充実へつながっていくと考える。

本研究を通じて，教師が学び合いを促進する関わりは，自己指導能力を育成する生徒指導の実

践そのものであることが見えてきた。授業の中で「育てる」生徒指導を意識して取り組むことで，

一層子ども同士の関わり合いを促進し，子どものソーシャルスキルを高め，学校や社会への適応

感が増していくものと思われる。また，本来，自己指導能力を育成する「育てる」生徒指導は，

全ての教育課程の中で行われるものであるが，学校生活で最も多くの時間を占める授業そのもの

を生徒指導の最も大切な実践の場と捉えた授業改善が必要であると考える。以上のことから，「学
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び合う」学習指導と「育てる」生徒指導を一体として進める授業づくりに全ての小・中学校で取

り組んでいただきたいと考え，提言を行う。

２ 提言

ー授業を生徒指導の実践の中核とするー

(1) 授業の中に子どもの「居場所をつくる」

(2) 関わり合いのある授業で子どもを「育てる」

(3) 学校全体で，子どもの学びを語り，「支える」

この提言を実現するために必要となる生徒指導の視点（教師の関わり）について次に述べる。

(1) 教師は，「聴く」ことを基盤にした安心感のある子どもの｢居場所｣をつくる（本文pp.11-14）

「管理」としての規律や環境，教師の姿勢ではなく，子ども同士の関わり合いを保障するため

の規律や環境，教師の姿勢こそが必要である。授業規律，座席配置，グループ構成等を柔軟にし

て，安心感を高める場のデザインをする。そして，魅力的な学習課題で子どもを授業に引き込む

とともに，子どもの「つぶやき」まで拾う「聴く」姿勢を示す。物理的な環境づくり以上に，声

のトーンを下げて，「聴く」を基盤にした，全てを受け止めてもらえる自己存在感が得られる空

間づくりを目指したい。

(2) 教師は，子どものコミュニケーションの場を設定し，関わり合いの様子を見取り，関わり合い

を促進するための援助的な関わりを行う（本文pp.14-17）

教師は，授業を人との関わりの意義や困難さを体感させる機会と捉え，できるだけ子ども同士

の関わり合いの中で学びを進める指導方法の工夫が必要である。そのため，子どもの関わり合い

を起こす学習課題の提示，ペアやグループでの活動形態を取り入れ子ども同士をつなぐ必要があ

る。さらに，学び合いの最中には，子ども同士の学び合いが成立しているのかを見取り，教師の

援助が必要か否かを見極め，必要となる援助のみ行うことが大切となる。教師の不要な援助や｢教

える｣行為によって，子どもがつながり，関わり合い高め合う機会を奪ってはいけない。教師が，

子どもの関わり合いに自由を与え，子ども自身が自分の学びに対しての自己決定の場をつくる。

そして，その関わり合いを通じて，子どもの共感的な人間関係を育み，自己実現を図っていける

望ましい人間関係づくりを目指したい。

(3) 教職員全体で，学び合いのある授業づくりに取り組み，授業研究を通じて子どもの学びの様子

を語り合い，子ども理解を深める（本文pp.17-22）

授業を生徒指導の実践の中核とする。学び合いのある授業づくりの推進や授業の中で自己指導

能力の育成を図ることなどを，生徒指導の全体計画に明確に位置付け，学校全体の取り組みとす

る。全教職員が，共通の目標を掲げて学び合いのある授業づくりに取り組む。校内研修として授

業公開・研究協議会を計画的に実行する。提案授業（授業公開）でのグループの見取りや「子ど

もの学びを語る」研究協議会を通じて，子ども理解・集団理解を深め，子どもの実態に合わせた

授業改善の参考とする。さらに，生徒指導の基盤となる子どもに関わる共通理解を図り，全教職

員で子どもを見守り支えていく体制を築く。広く授業を公開していく中で，将来的には家庭・地

域・保幼小中高の学校園が一体となって子どもを育てていく地域社会の構築を目指したい。
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Ⅶ おわりに

研究協力校では，特別支援学級においても協同学習の学び合いの授業づくりがなされていた。

その際には，「特別支援教育の関わりの視点」を生かした配慮も施されていた。例えば，視覚優

位な子どもには，課題提示で本物や直接触れるものを準備することが，学び合いを促進し，「育

てる」生徒指導の実践につながっていた。特別な配慮を要する子どもについては，特に教職員間

で関わりについての共通理解を図り，丁寧に取り組む必要がある。

今回の調査研究では，教師の授業における子ども同士をつなぎ育てる関わりについて取り上げ

た。教師の学び合いを促進する関わりが，子ども同士をつなぎ，「育てる」生徒指導の実践の手

だてとして有効に働くことを確認し，子どもの学びの様子を見取ることの大切さに触れ，授業公

開や授業研究の行い方についても提案を行った。

授業で学び合いを促進し「育てる」生徒指導を実践していくには，子どもの成長を促す教師の

援助者としての関わりが大切である。今後の研究においては，援助者としての具体的な関わりの

スキルについて取り上げ，そのレベルアップを図るための効果的な演習や研修の方法について言

及していきたい。
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